





















(syllable) が複数のモーラ (mora) に分かれることがあるが，シラビーム方言はそれがないとさ

















特殊拍を含む重音節（2 拍音節）が必ずしも CV 拍の 2 倍に相当する長さではないことが明ら
かになっている（Hoequist 1983, Sato 1993 等）。また，各拍を構成する分節音の長さについて
いえば，その音自体の性質や拍内での代償的な調整だけでなく，近隣の分節音の種類，文や語
といった領域内での位置，各拍が含まれる韻律語を構成する拍数などにも影響を受けること







































はまるのか，2 拍音節の 1 拍目にも当てはまるのかは明らかではない。ただ，2 拍音節について
の記述が特にないことから，おそらく一般的な 1 拍音節についての指摘であろうと考えられる。
尾張で語頭等の 1 拍音節がやや長いという指摘だとすると，上記の匂坂他 （2006） や





































話者は表 1 の 2 組 4 名である。青年～壮年期に数年の外住歴はあっても，言語形成期を含め
て多治見市内に長年居住しており，現在の居住地で少なくとも半生を過ごしてきた方々であ







較は行わない。小泉組の録音は B 氏宅，養正組の録音は C 氏，D 氏の近隣の協力者宅において，
2018 年 2 月に実施した。
表 1　話者
組 役割 発話者 生年 生育地 現居住地 外住歴
小泉 □□ A 1939年 錦町 幸町 なし
●● B 1928年 小泉町 小泉町 33 ～ 36歳時愛知県稲沢市
養正 □□ C 1949年 中町 中町 18 ～ 22歳時東京，22 ～ 25歳時岐阜県揖
斐郡坂内村（現，坂内町）
●● D 1945年 笠原町 明治町 29 ～ 34歳時愛知県名古屋市
録音には IC レコーダー（Ediroll R-05）を用い，WAV 形式で保存した。録音時間は小泉組で
約 27 秒，養正組で約 53 秒である。





























分析した音節数および拍数別の音節長は，表 2 のとおりである。なお，1 音節が音声的に長
くなる場合はあったが，語彙レベルで 3 拍以上の音節は出現しなかった。例えば，呼びかけの
際に敬称の接尾辞「- さん」を付けて「〇〇サーン」と長呼する場合の「サーン」は語彙レベ




が通常観察されることから，語彙レベルで「デ」/de/ は 1 拍音節とした。
表 2　データ中の音節数と平均音節長（ms ＝ミリ秒）
組 話者 1拍音節数 平均音節長 2拍音節数 平均音節長 音節数計
小泉 A 45 144.0ms 12 179.0ms 57
B 34 152.7ms 10 235.6ms 44
養正 C 81 165.0ms 30 213.9ms 111
D 54 147.6ms 17 289.5ms 71
計 214音節 154.3ms 68音節 229.2ms 282音節
2 拍音節の長さは，話速による変動が大きく，長母音を持つもの，撥音や促音を持つもの
といった 2 拍めの要素の違いにも左右されることが，共通語等の先行研究（Han 1962, Homma 









































































































このことは，1.1 節で紹介した匂坂他 （2006） による，日本語の文節末では母音時間長の変化
に対する許容度が高く，読み上げにおける各区分末で母音時間長のばらつきが大きいという指
















二つ目の可能性は，アクセントの影響である。Minagawa, Kagomiya & Maekawa （2003） では，







組 話者 頭高型 非頭高型 頭高型 非頭高型









































表 4 から，どちらかと言えば，非頭高型のほうが初頭拍が長めになっている 7)。Minagawa, 
Kagomiya & Maekawa （2003） の結果とは食い違うが，データを増やして再検討する必要がある。
三つ目の可能性は，語頭音節の頭子音の有無である。頭子音の有無とそれぞれの音節長の平
均を表 5 に示す。頭子音ありの列の下段の丸括弧内は，子音長平均：母音長平均 (ms) である。




組 話者 頭子音あり 頭子音なし 頭子音あり 頭子音なし 頭子音あり 頭子音なし
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る母音を単純に等分したこと（2.2 (i) 参照）が挙げられる。それにより，(a) を含む音節は頭
子音が付いていてその分長いのに対し，(b) は頭子音がない分短い音節となっている，という



















また，このほか，前述の方言語彙集では，ミヤイ /mijai/ （< /miai/）「見合い」のように接近
音の挿入によって母音連続を避ける例も散見される。こうした母音連続に関係する現象は，共
－ 98 － － 99 －
富山大学人文学部紀要 多治見方言における 1拍音節の時間長についての予備的分析
通語的な口語においても，「歩いていく」＞ [aɾɯitekɯ]（/i/ の脱落），「どいていろ」＞ [doiteɾo]
















































































ある。アクセントに関しては，例えば，ト ˹ ー ˺ ー「遠い」，˹ オー ˺ タ「置いた」など，特殊拍にアク
セント核が置かれる場合が東京方言に比べて生じやすい（安藤 2016a）。












ている」，すなわち 2 モーラであることは変わらない，という意味の可能性もあるが，ここでは，「『置いた』 
[øː˥ta˩] の高いところは 1 拍分としては長いが，これは尾張特有の長めの 1 拍目が高くなった頭高型な





6）Campbell & 匂坂 （1991）の共通語の読み上げ音声によるデータによれば，重子音（促音あるいは撥
音＋音節頭子音）は単子音（音節頭子音）の約 3 倍の長さがあるという。
7）話者 C の非節初頭韻律語初頭音では頭高型平均が 60.3ms と特に短いが，次に検討する頭子音のない
例が 3 語中 2 語を占めることの影響が大きいと考えられる。同様に話者 D の非頭高型平均も 73.2ms と
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